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ごあいさつ

　令和７年１０月４日・５日の２日間、第７２回日本Ｐ

ＴＡ北海道ブロック研究大会宗谷管内・稚内大会が、

ご来賓の皆様そして全道各地の会員の皆様お集まり

のもと、盛大に開催できましたことに心より感謝申し

上げます。また大会開催にあたり、開催地であります

稚内市ならびに稚内市教育委員会をはじめさまざま

な関係機関の皆様には、大会成功にむけひとかたな

らぬご支援を賜り、ご尽力いただけましたことを重ね

て御礼申し上げます。さらに、出村賢志実行委員長

陣頭指揮の下、川原修子事務局長の用意周到な差

配、杉本旬事務局次長の微に入り細を穿つ運営は大

会が成功した大きな要因であると感じております。こ

の場をお借りして篤く御礼申し上げます。

　さて、「てっぺんから広げよう! 子育ての輪と和と話」

をスローガンに、大会主題を「未来を担う子どもたち

の今とこれからの幸せ（well being）を願い、学び合

い、連携し合うＰＴＡをめざして」と銘打った本大会は、

北海道各地の優れたＰＴＡ活動を最北の地稚内に集

めて、その成果を北海道にとどまらず全国に広げるに

値する大会になったのではないかと思います。

　各分科会のテーマからは、「ＰＴＡと地域」「家庭

教育のあり方」「笑顔でつながる」「学校と地域」「会

員のニーズ」などのキーワードがみられ、ＰＴＡが何

を大切にして活動したらいいのか、だれとともに力

をあわせていけばいいのかを交流し合うよい機会と

なったと思います。実際、私も分科会を参観させて

いただきましたが、参加者一人一人が放つ熱量の

強さに感動させられました。広大な地であるこの北

海道のさまざまなところに同じ志を持って真剣に考

え積極的に活動をすすめている人たちを目の当たり

にして、とても嬉しい気持ちでいっぱいになりました。 

　記念講演には宮沢和史さんに来ていただきました。

「戦後８０年を迎えて～沖縄と北海道から平和を願

う～」との演題で、聴く者全ての心にしみわたるお話

をしていただきました。物事を深く知り、そこに寄り添

いながら発信していく宮沢さんの想いや訴えはとても

大切な何かを私たちに与えてくれたと感じました。

　研究大会は学び合いの場であることはいうまでもあ

りませんが、一日目の夜に開催された情報交換会は

参加者同士腹を割って話し合う、学びとはまた別の

方法で私たちのよこのつながりや仲間意識を深める

ものとなりました。

　世の中の不確実性が高まり、子どもたちは激しい

変化が止まることがない時代を生きていくことになる

といわれています。そのような社会で私たちＰＴＡの

会員は、多様な他者と当事者意識をもった対話によ

り問題を発見・解決できる「持続可能な社会の創り

手」を育てていく必要があります。こういう時だからこ

そ、今みたいな時代だからこそ、こんな世の中だから

こそ、保護者、校長先生を初めとする教職員の皆さん、

地域の方々が力と気持ちを合わせ、よこのつながりを

強くして、未来を担う大切な北海道の子どもたちを見

守っていければいいなと思います。北海道ＰＴＡ連合

会といたしましても、その思いを強く持ち、多くの会員

が楽しく参加できて学び合えるＰＴＡ活動が全道各

地で展開されるよう今後も取り組んで参ります。

　結びになりますが、本大会にかかわってくださった

全ての方々が明日からも力を合わせて子どもたちのた

めの活動ができるよう祈念して大会への御礼の言葉

といたします。ありがとうございました。

第７２回日本ＰＴＡ北海道ブロック研究大会
宗谷管内・稚内大会 稚内市連合ＰＴＡ

大会長　廣 瀬  堅 一
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ごあいさつ

　第７２回日本ＰＴＡ北海道ブロック研究大会 宗谷

管内・稚内大会の開催にあたり、全道各地よりお越

しいただきました皆さま、ご臨席を賜りましたご来賓

の皆さま、そして大会の準備・運営にご尽力いただき

ましたすべての関係者の皆さまに、心より感謝申し上

げます。「てっぺんから広げよう！子育ての輪と和と話」

を大会テーマとして、稚内の地に多くの皆さまをお迎

えし、盛大に大会を開催できましたことは、実行委員

会一同の大きな喜びでございます。

　広大な宗谷管内ではそれぞれの市町村の距離が

長く、また離島の学校もあり、移動の負担が大きく対

面での実行委員会の開催が難しい地域ですが、準備

期間中はオンライン会議を重ね、各市町村がそれぞ

れの役割を担い、分科会の企画、広報活動、会場整

備、交流企画など多岐にわたる業務を分担しながら

進めてまいりました。決して容易な準備ではありませ

んでしたが、「宗谷管内稚内大会を必ず成功させたい」

という強い思いで、時間を合わせ、議論を重ねて歩み

を進めてきました。この過程そのものが、PTAの原点

である“つながりの力”を改めて実感させてくれました。

　初日の分科会では、提言者の皆さまの想いが熱く

伝わり、どの会場でも活発な意見交換が行われまし

た。参加された皆さまが真剣に耳を傾け、より良い

PTA 活動や地域づくりについて語り合う姿を見て、

宗谷での開催に込めた私たちの願いが形になったよ

うに感じました。また、情報交換会では、稚内出身の

兄弟デュオ「SE-NO」による演奏等により笑顔と歓

声のあふれる時間となりました。北の地ならではの

温かさと力強さを感じていただけたのであれば幸い

です。

　２日目の全体会では、南中ソーランの迫力あるオー

プニングで幕を開け、会場全体が一つになる高揚感

に包まれました。続く全体会、宮沢和史氏による講

演会では、子どもたちの未来をどのように支えていく

べきか、そして私たち大人がどのように関わるべきか、

平和への願いについてを深く考えるきっかけをいただ

きました。参加者の皆さまにとっても、自身のPTA 活

動や日々の子育てを見つめ直す貴重な時間となった

ことと思います。

　近年、PTA のあり方についてさまざまな意見が交

わされる中で、今回の大会を準備する過程で私たち

が強く感じたのは、「子どもたちの健全な成長は地域

みんなで支える」というシンプルでありながら、とても

大切な原点です。学校・家庭・地域が互いに支え合

い、限られた時間の中で子どもたちと向き合う――そ

の積み重ねこそが、未来を豊かにする力になると信じ

ています。

　皆様がこうして稚内に集い、共に学び、語り合いな

がら築いたつながりは、必ずや明日からの活動の力

になるはずです。改めて、本大会のためにご尽力いた

だきました関係者の皆さま、各校 PTAの皆さま、子ど

もたちを見守ってくださるすべての皆さまに、心より御

礼申し上げます。

　本大会が皆さまにとって実りある学びの場となり、

PTA 活動の一助となれば幸いです。北のてっぺん・

宗谷の地で過ごしたこの時間が、皆さまの心に温か

く残り、未来への力となりますよう願い、実行委員長

としての挨拶とさせていただきます。

第７２回日本ＰＴＡ北海道ブロック研究大会
宗谷管内・稚内大会 稚内市連合ＰＴＡ

実行委員長　出 村  賢 志
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ごあいさつ

函館市ＰＴＡ連合会

会長　秋 山  慎 一 郎

　この度は、日本最北端の地、稚内市におきまして、

第７２回日本ＰＴＡ北海道ブロック研究大会宗谷管

内・稚内大会が盛大に開催され、大成功を収められ

ましたこと、心よりお祝い申し上げますとともに、開催

にあたりご尽力いただきました関係者の皆様に、心よ

り感謝を申し上げます。

　さて、令和８年度に第７３回北海道ブロックＰＴＡ

協議会研究大会　道南大会を開催させていただく事

となり、開催を任せられた渡島ＰＴＡ連合会・檜山Ｐ

ＴＡ連合会・函館市ＰＴＡ連合会の３連合会は、今

から身が引き締まる思いです。歴史あるこの大会を任

せられる責任の重さはもちろんですが、幾多の偶然

が重なり、この身に余る役割を頂戴したことに感謝を

し、関係者一同手を取り合って歩き始めたところです。

　道南大会は、大会主題として「親と子どもの豊かな

成長をめざして」。大会スローガンを「親も子も笑顔

になれる　学びと子育ての　みちしるべ　～過去を

受け継ぎ、今を楽しみ、未来を語ろう～」と掲げさせ

ていただきました。ＰＴＡ活動の本質である各単Ｐに

受け継がれているそれぞれの活動。この活動は、その

地域やその学校の環境に基づいた活動であり、守り

続けていかなければならない大切なものですが、現

代の教育環境や地域環境は常に進歩し、変化し続け

ています。その変化に対応し、我々のＰＴＡ活動も時

代に合わせてバージョンアップしなければなりません。

前述のとおり道南大会は３つの連合会が手を取り合

い、作り上げていく大会です。教育・子育ての環境が

全くちがう３つの連合会が力を結集することで化学

反応をおこし、無限のアイデアが生まれてくると信じて

います。ＰＴＡ活動が持続可能なものであり続けるた

めに、その無限のアイデアを、皆様が今後進むべき「み

ちしるべ」としていただけるような、そんな大会にした

いと考えております。

　宗谷管内・稚内大会では、たくさんのことを学ばせ

ていただきました。そして大会関係者の皆様の情熱

と信頼、連携、笑顔にたくさん触れる事が出来ました。

この宗谷管内・稚内大会で得た経験は、間違いなく

私たち道南大会のスタッフに受け継がれ、さらにバー

ジョンアップし、北海道各地のＰＴＡの皆様にご満足

いただける道南大会を作り上げるための基盤となる

でしょう。

　最後になりますが、改めまして他のお手本となるよ

うな素晴らしい大会を作り上げて下さった宗谷管内・

稚内大会の関係者の皆様に心より感謝を申し上げま

す。我々道南大会も負けないような大会を作り上げて

まいりますので、多大なるご支援とご協力をお願い申

し上げます。道南大会関係者一同、函館市にて皆様

をお待ちしております。次第に寒さが身に染みる季節

となってまいりました。皆様のご健康とご多幸を、そし

てすべての子どもたちの幸せをお祈り申し上げます。
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利尻富士町校長会 幌延町校長会 北海道公立学校教頭会 宗谷公立学校教頭会　
稚内市教頭会 猿払村教頭会 浜頓別町教頭会 中頓別町教頭会 枝幸町教頭会 豊富町教頭会 
礼文町教頭会 利尻町教頭会 利尻富士町教頭会 幌延町教頭会 公益社団法人日本教育会

第1　稚内総合文化センター  小ホール（稚内市中央３丁目13-23）
第2 　稚内東中学校 体育館（稚内市潮見5丁目1-29）
第3 　稚内東中学校 図書スペース（１F）（稚内市潮見5丁目1-29）
第4 　稚内南小学校（稚内市緑1丁目11-8）
第5 　稚内総合文化センター美術室（稚内市中央３丁目13-23）

特1　稚内南中学校（稚内市緑1丁目2561)
特2　潮見が丘小学校（稚内市富岡4丁目3-3）

サフィールホテル稚内（稚内市開運1丁目2-2）

【 第1日目  10月4日（土）】稚内市内７会場・サフィールホテル稚内

【 第２日目  10月5日（日）】稚内総合文化センター大ホール（稚内市中央３丁目13-23）

（稚内市内７会場 開催）分科会

情報交換会

受付 全 体 会 記念講演 閉会行事アトラクション

8 : 30　　 9 : 00　  　　　　9 : 15　　　　　　　　  10 : 00　　　　　　　　   11 : 30　　     12 : 00

運営者
受　付

運営打合せ準備作業
（分科会毎） 受付 開会式･分科会

※開会式は各会場にて開催※
情報交換会

サフィールホテル稚内
休憩・移動

11 : 45　   12 : 00　　　　　　　  13 : 30　　 14 : 00　　　　　　　　　　　   17 : 00　　　      18 : 00　　　　　　 20 : 00

『てっぺんから広げよう！子育ての輪と和と話』
「未来を担う子どもたちの今とこれからの幸せ（well being）を願い、
   学び合い、連携し合うPTAをめざして」

日本PTA北海道ブロック協議会（北海道PTA連合会・札幌市PTA協議会）

稚内市連合PTA  宗谷管内PTA連合会

道内PTA会員ならびに教育関係者

5,000円（情報交換会は別途７,000円）

６ 参 加 者

５ 後 　 　 援 

４ 主 　 　 管

３ 主 　 　 催

２ 大 会 主 題

１ 大会スローガン

７ 参 加 費  

８ 大会日程と会場

宗 谷 管 内 ・ 稚 内 大 会 概 要


